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おじいちゃん の判断でするようになってほしぃ。
千 木 くん

(十 三小・ 6年 )

からの

ぼ

く

は

、

や

つ
ば

り

元

気

で

は

た

ら

い

て

い

る

お

じ

い

ち

や
ん

お

じ

い

ち

ゃ
ん

、

こ

れ

か

ら

も

元

気

で

お

宮

の

お

仕

事

が

ん

ば

ひとこと 17fり
、みんなと仲よく
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つ
縁

で

、

北

海

道

上

ノ

国

町

と

本

　

　

移

り

住

み

、

本

村

と

盛

ん

な

交

流

舎

村
締
結
の
話
が
持
ち
掛
け
ら
れ
た

相

互

交

流

を

通

じ

地

域

の
活

性

化
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今
後
は
民
間
の
友
好
親
善
も

一一詢場麟γＦ一
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叙勲
おめでとう

白川 さんに

勲五等瑞宝章

青
森
ヒ
バ
の
需
要
拡
大

認
め
ら
れ
る

―
高
橋
さ
ん
に
グ
リ
ー
ン
賞
―

新
聞
週
間
の
記
念
行
事
と
し
て
毎
　
　
　
ユハ
十
二
年
度

・
第
二
十
九
回
グ

の
受
賞
者
に
、
本
村
の
高
橋
林
業
　
　
需
要
堀
り
お
こ
し
が
課
題
と
な
っ

土
本
社
長

・
高
橋
信
男
さ
ん

（
５９
　
　
て
い
る
な
か
で
、
県
産
ヒ
パ
の
利

歳
）
が
選
ば
れ
、
十
月
十
八
日
松
　
　
用
、
普
及
に
努
め
た
こ
と
が
評
価

田
林
野
庁
長
官
ら
の
出
席
の
も
と
、
　

さ
れ
、
高
橋
さ
ん
が
全
国
で
た
だ

東
京

・
港
区
の

「麻
布
グ
リ
ー
ン
　
　

一
人
の
受
賞
で
し
た
。

会
館
」
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
　
　
　
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
に

付

で
、

昭

和

六

十

三

年

秋

の
叙

勲

村

長

白

川

治

三

郎

さ

ん

（
７３
歳

）

在
職
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

建
設
等
、
各
般
に
わ
た
っ
て
村
勢

の
振
興
に
寄
与
、
地
方
自
治
、
教

高
橋
林
業
土
木
を
設
立
し
、
土
木
、

治
山
事
業
を
中
心
に
事
業

の
拡
大

森

ヒ
パ
の
需
要
拡
大
や
Ｐ
Ｒ
を
積

燥
施
設
を
導
入
し
た
木
工
場
を
新

活
用
品
、
家
具
な
ど
の
製
品
づ
く

県
内
外

の
デ

パ
ー
ト
で
は
展
示
会

高
橋
さ
ん
は

い
ま
、
ヒ
パ
の
本

木
造
住
宅
部
材
の
製
品
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
工
場
内
に
は

ヒ
バ
製
品
の
展
示
館
も
併
設
し
、

も
し
出
し
、
訪
れ
る
人
の
心
を
な

木
工
場
内
に
造
ら
れ
て
い
る

「
ヒ

パ
の
館
」
に
は
、
多
数
の
木
工
加

全

国

表

彰

で

、

脇

元

婦

人

会

が
優

良

納

付

組

織

と

し

て

、

名

誉

あ

る

社

会

保

険

庁

長

官

表

彰

を

受

賞

し

民

年

金

会

、

十

二

婦

人

会

に
継

ぐ

日

、

市

浦

村

役

場

の
村

長

室

で
行

人

会

の
松

橋

よ

し

ゑ

会

長

に
手

渡

る

表

彰

で

、

今

後

も

よ

り

一
層

国

民

年

金

事

業

に
努

力

し

、

村

、

地

域

住

民

の

た

め

に
頑

張

っ
て

く

だ

さ
い
」。
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま

脇
元
婦
人
会
は
、
国
民
年
金
制

ら
納
付
組
織
と
し
て
活
動
を
始
め
、

に
対
す
る
理
解
と
協
力
も
得
ら
れ
、

現
在
の
複
雑
か
つ
、
多
岐
に
わ
た

る
年
金
行
政
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

表
彰
は
、
単
に

一
納
付
組
織
に
対

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
に
対
す
る
も
の
と
考
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ス
テ
ィ
鬱
ク
審
ば
審
あ
ざ
や
か

脇
元
ｏ
は
ま
な
す
チ
ー
ム
が
優
勝

Ｇ
体
育
館
に
、
村
内
各
地
か
ら
約

て
お
り
、
県
民
体
育
大
会
で
は
公

続
い
て
、
佐
藤
徳
雄
さ
ん
が

「

競
技
の
後
は
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

◆
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

お
み
ご
と
中
居
さ
ん

一
級
合
格

第
８０
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

▽
四
級
　
笹
山
悦
子
、
成
田
千

塾
）
相
坂
静
代

（浦
田
塾
）

正
樹
、
自
川
聖
子

（浦
田
塾
）

は
ま
な
す
）
◇
優
秀
賞
＝
亀
倉
チ
　
　
　
▽
一
級
　
中
居
真
裕
子

⌒十
三
　
　
塾
）

サ

（は
ま
な
す
）
◇
同
＝
丁
子
谷
　
　
小
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
九
級
　
秋
月
加
寿
美
、
相
川

サ
タ

（吉
野
一
◇
敢
闘
賞
＝
佐
藤
　
　
　
▽
二
級
　
村
元
真
紀
、
三
和
真
　
　
さ
ゆ
り
、
小
山
内
め
ぐ
み
、
相
坂

親善深める目的で



「第
四
十
回
人
権
週
間
」
で
す
。

三
回
国
際
連
合
総
会
で
世
界
人
権

宣
言
が
採
決
さ
れ
て
以
来
、
国
連

で
は
こ
れ
を
記
念
し
、
毎
年
十
二

月
十
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

精
神
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
記
念

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
「人
権
デ
ー
」
を

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
特

に
本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
四
十

周
年
に
当
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の
強

調
事
項
を
掲
げ
、
県
民
の
皆
さ
ん

◇
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う
。

◇
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
。

◇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

◇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
．

◇
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

▼
と
　
き
＝
十
二
月
十
五
日

午
前
十
時
～
午
後
二
時

▼
と
こ
ろ
＝
十
三
公
民
館

暖
房
は
冬
の
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
大
切
な
も
の
。
こ
の
季

節
に
な
る
と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も

ス
ト
ー
プ
や
コ
ン
ロ
が
大
活
躍
し

口
の
燃
料
と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ

て
い
る
も
の
の

一
つ
に
灯
油
が
あ

り
ま
す
。
「灯
油
の
扱
い
は
毎
年
の

こ
と
だ
か
ら
慣
れ
て
い
る
」
と
思

っ
て
い
て
も
、
そ
の
慣
れ
か
ら
く

る
油
断
か
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
ー
プ
が
原
因
に
よ
る
火
災
が
千

で
は
灯
油
を

「危
険
物
」
と
指
定

険
物
で
あ
る
灯
油
の
性
質
を
改
め

て
確
認
し
、
正
し
い
取
り
扱
い
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

引
火
し
や
す

い

灯
油
の

″蒸
気
″

灯
油
を
は
じ
め
と
す
る
石
油
類

は
、　
一
度
火
が
つ
く
と
、
勢
い
よ

く
燃
え
あ
が
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
灯
油
な

ど
の
石
油
類
か
ら
発
生
す
る
蒸
気

が
空
気
よ
り
重
く
、
床
や
床
下
に

こ
の
蒸
気
は

一
定
濃
度
以
上
存

在
す
る
と
引
火
し
や
す
い
性
質
を

持

っ
て
い
る
の
で
、
灯
油
は
火
の

気
の
な
い
、
風
通
し
の
よ
い
所
に

火
が

つ
い
て
も

水

は

厳

禁

「水
と
油
」
と
い
う
言
葉
の
と
お

り
、
灯
油
は
水
よ
り
も
軽
く
、
両

者
が
溶
け
合
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
灯
油
が
燃
え
上
が
っ
た

水
は
火
を
消
す
ど
こ
ろ
か
、
灯
油

を
四
方
に
広
げ
、
火
災
を
大
き
く

使
用
す
る
と
き
は
、
万

一
に
備
え

て
、
消
火
器
具
を
す
ぐ
使
え
る
場

所
に
置
い
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
　
　
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

い
て
考
え
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
　
　
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
　

　

◆
市
浦
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

務
局
五
所
川
原
支
局
、
ま
た
は
、

相

坂

無

刀

市
浦
村
大
字
相
内

住

　

　

　

所▼
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

(71広報ιチろ

主二死亡事故多発II常警報発今中″
11月 に入つて県内では、13人(20日 現在)が交通事
昨年 1年間の死者 (128人 )を 3人上回つています。

事故防止に協力をノ

故で死亡しており、



広報ιチろ(8)

「秋
田
家
に
は
関
係
が
な
い
大

毘
古
命
を
先
祖
に
書

い
た
の
は

で
も
あ
き
ら
か
に
、
安
藤
氏

（

安
東
氏
と
も
い
う
）
の
遠
い
先

祖
が
、
皇
室
の
先
祖
で
あ
る
神

【
あ

４

・が

あ

れ

止
ア

ニ

〃

紹

祖
を
日
本
に
は
じ
め
て
住
ん
で

い
た
定
日
彦

・
長
髄
彦
だ
と
信

安
倍
姓

の
二
説

ま
た
、

「安
藤
氏
の
先
祖
が
、

功
績
を
た
て
た
の
で
、
天
皇
の

系
統
で
あ
る
大
毘
古
命
の
安
倍

姓
を
頂
戴
し
た
こ
と
に
よ
る
の

安
日
彦
の
子
孫
に
安
東

（や

す
は
る
）
と
い
う
人
が
い
ま
し

〇
七
六
年
前
）
頃
に
東
北
地
方

の
蝦
夷
た
ち
が
叛
乱
を
起
こ
し

ま
し
た
。
朝
廷
で
は
、
安
倍
将

軍
河
別
命
を
遺
わ
し
て
蝦
夷
征

伐
を
さ
せ
ま
し
た
。

安

日

王

の
子

孫

の
安

東

が

将

軍

の

ご
前

に
馳

せ

つ
け

て

い
う

に

は

、

「
私

は

安

日

王

の
子

孫

の

安

東

と

い
う

者

で

ご
ざ

い
ま

す

。

祖

先

の
安

日

王

は

遠

い
昔

に

天

先

祖

安

日

王

の
罪

を

許

し

て

く

れ

る

な

ら

、

私

が
叛

乱

を

起

こ

し

て

い
る

蝦

夷

を

討

ち

鎮

め

ま

し

ょ
う

ピ

と

申

し

上

げ

ま

し

た
。

都

に
使

い
を

出

し

、

崇

神

天

皇

て

、

安

東

に
叛

乱

を

鎮

め

る

よ

う

に
命

し

ま

し

た
。

安

東

は

た

い

へ
ん

強

い
お
方

で
あ

り

、

と

蝦

夷

の
仲

間

で

も

安

東

の
名

を

で
し

た

の

で

、

叛

乱

の
蝦

夷

た

ち

は

戦

わ

な

い
で
降

参

し

、

安

安

倍

将

軍

河

別

命

は

、

安

東

と

同

じ

姓

の
安

倍

を

名

乗

る

こ

こ

と

で
す

。

安

東

は

始

め

は

安

日

（
あ

べ

）
を

姓

と

し

て

「
安

日
安

東

」

と

名

乗

っ
て

い
ま

し

た

が

、　
こ

の
時

に

「
安

日
」

を

「
安

倍

」

と

改

め

た

と

い
う

の

の
四

・
五

・
六

年

（
六

五

八

～

六

六

〇

、

今

か

ら

一
三

二
八

年

前

）

に

阿

部

比

羅

夫

が

軍

船

百

八

十

艘

で

、

日
本

海

を

北

航

し

た
時

に
安

日
彦

の
子

孫

が
功

績

か

ら

「
阿

倍

（
安

倍

）

」

姓

を

胤

だ

と

い
わ

れ

て

い
ま

す

の

で

、

皇

―

大

毘

古

命

―

建

沼

河

別

命

秋
田
実
季

十

三

湊

安

倍

安

藤

氏

の
血

を

名

乗

っ
た

近

世

大

名

に
実

季

と

が
、
は
じ
め
は
桧
山
城

⌒現
能

代
市
、
城
址
は
国
の
指
定
）
に

の
代
に
分
家
で
あ
る
湊
城

（現

秋
田
市
土
崎
湊
）
と
合

一
し
て

か
ら
湊
城
に
移
っ
た
よ
う
で
す
。

に
は
桧
山
城
に
移
っ
た
り
し
た

祖
を

「安
日
王
」
に
と
っ
て
、

終
生

「安
日
王
」
の
存
在
を
固

く
信
し
て
追
究
し
た
お
方
で
す
。

お
子
様
の
俊
季
が
先
祖
を

「大

上
掲
の
お
写
真
は
、
福
井
県

小
浜
市
の
羽
賀
寺

（安
藤
康
季

が
再
興
し
、
実
季
も
修
造
し
た
。

十
三
湊
安
藤
氏
と
は
密
接
な
関

係
に
あ
る
お
寺
）
に
安
置
さ
れ

本
将
軍
）
の
木
像
で
す
。
〓
一、
四

157
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す
こ
や
か
日
記

成
田
英
雄
さ
ん

（脇
元
）

長
女

一番

圭
天
ち

ゃ
ん

成
田
　
治
さ
ん

（脇
元
）

長
女
仁

美
ち
月

村営住 宅入居者を公募

月額 15,000円
書留を勤務先にも配達

郵 便 局

不在郵便物のサービス改善

交通事故相談を

ご利用<ださい

相
内

・
１８
歳

四
月

一
日

よ

り

市

浦

村

役

場

に

役

場

で

は

、

建

設

課

に
所

属

し

路

改

良

工

事

に
係

わ

る

、

事

前

発

堀

調

査

（
琴
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